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「
史
林
」
投
稿
規
定

　
「
史
林
」
投
稿
の
規
定
は
次
の
通
り
で
す
。
ふ

る
っ
て
ご
寄
稿
下
さ
い
。

◇
資
格
　
太
ム
互
々
員
に
か
ぎ
る
。

◇
原
稿
の
長
さ

　
○
研
究
論
文
　
四
萄
字
詰
五
〇
枚
程
度

○
研
究
ノ
…
ト
四
百
字
詰
五
〇
枚
穫
度

　
　
以
上
に
は
四
百
字
以
内
の
要
約
と
、
英
文
要

　
　
約
（
又
は
翻
訳
用
要
約
）
添
付
の
こ
と
。

　
○
資
料
紹
介

　
○
学
界
動
向

　
○
批
判
と
反
省

　
○
書
　
　
　
評

　
○
紹
　
「
　
介

◇
送
先

◇
な
お
、
　
「
史
林
」

随
意

四
百
字
謡
三
〇
枚
以
内

四
百
字
詰
釜
○
枚
以
内

四
百
理
詰
二
五
枚
以
内

四
百
字
詰
三
枚
程
度

　
　
　
「
史
林
」
編
集
委
員
会
宛

　
　
　
　
　
　
　
の
論
文
掲
載
の
順
序
は
、
い

わ
ゆ
る
巻
頭
論
文
制
を
採
用
せ
ず
、
日
本
史
・

東
洋
史
・
西
洋
史
・
地
理
栄
＝
考
古
学
の
順
、

各
専
攻
の
中
で
は
時
代
・
地
域
瀕
と
な
っ
て
い

ま
す
。
（
研
究
ノ
…
ト
以
下
も
こ
れ
に
準
じ
る
）
。

昭
和
四
〇
年
度
科
学
研
究
費

補
助
金
（
奨
励
研
究
）
の
公

募
に
つ
い
て

次
の
要
領
で
、
昭
和
四
〇
年
度
奨
励
研
究
の
公

募
が
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

一
、
齎
的
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励
研
究
は
、
大
学
等
の
研
究
機
関

　
に
研
究
者
と
し
て
所
属
す
る
嚢
以
外
の
者
が
行

　
な
う
科
学
研
究
を
助
成
し
、
奨
励
す
る
こ
と
を

　
目
的
と
す
る
。

二
、
応
募
資
格
者

　
1
沸
小
・
中
・
高
等
学
校
等
の
数
員
お
よ
び
教

　
　
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
教
育
機
関
の
職

　
　
員

　
2
、
1
以
外
の
春
で
、
科
学
研
號
を
行
な
っ
て

　
、
い
る
春
。
た
だ
し
、
学
生
・
生
徒
お
よ
び
大

　
　
学
・
高
専
等
に
所
属
す
る
者
を
の
ぞ
く
。

三
、
轡
類
提
繊
期
闇

　
昭
禰
四
〇
年
五
月
一
〇
日
（
月
）
～
一
五
日
（
土
）

四
、
応
募
用
紙
は
、
日
本
学
術
振
興
会
（
莱
京
都

　
千
代
田
区
神
濁
一
ツ
橋
一
ノ
一
）
に
申
込
む
こ

　
と
。
（
一
組
四
五
円
）
。

　
な
お
、
昭
和
三
九
年
度
採
択
課
題
数
は
、
二
五

　
六
件
、
　
一
課
題
あ
た
り
平
均
交
付
額
は
四
万
九

　
千
円
程
度
の
由
で
す
。

　
　
会
員
名
簿
に
つ
い
て
お
願
い

　
会
員
名
簿
は
、
塗
下
校
正
を
進
め
て
お
り
ま
す

が
、
発
刊
が
大
巾
に
お
く
れ
ま
し
た
の
で
、
　
「
昭

和
四
〇
年
四
月
現
在
」
と
し
、
次
号
と
と
も
に
お

届
け
い
た
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
㌦
四
月
現
在

に
て
、
ご
身
分
、
お
勤
先
な
ど
の
変
更
の
お
あ
り

の
方
は
、
歪
急
に
本
会
宛
ご
連
絡
下
さ
い
。

新
入
会
ご
希
望
の
方
へ

　
史
学
研
究
会
へ
入
会
ご
磁
心
の
方
は
、
住
所

（「

j
林
」
送
先
）
氏
名
、
専
攻
お
よ
び
送
本
開
始

希
望
巻
号
を
明
記
の
上
、
会
費
（
年
間
一
、
二
〇

〇
円
）
を
添
え
て
直
接
当
会
宛
お
申
込
下
さ
い
。

（
但
し
、
学
校
・
図
書
館
等
公
機
関
は
、
会
費
後
払

で
結
構
で
す
）
そ
の
際
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
併

せ
て
お
申
込
下
さ
っ
て
結
構
で
す
。
な
お
、
ご
送

金
は
、
事
故
防
止
の
た
め
な
る
べ
く
振
替
口
座

（
京
都
五
一
五
五
番
史
学
研
究
会
）
を
ご
利
用
下
さ

い
。
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